
　

東
大
阪
市
選
挙
管
理
委

員
会
は
、
９
月
25
日
に
告
示
、

10
月
２
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
る
東
大
阪
市
議
会
選
挙
・

市
長
選
挙
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー

掲
示
板
の
設
置
を
始
め
た
。

　

掲
示
板
は
、
市
議
・
市
長

の
ダ
ブ
ル
選
挙
と
な
る
た
め
、

市
議
会
議
員
が
64
区
画
と
市

長
が
８
区
画
分
設
け
ら
れ
て

お
り
、
縦
１
・
82
ｍ
×
横
９
・

１
ｍ
と
畳
10
畳
ほ
ど
の
大
き

さ
に
な
る（
写
真
）。
表
面
は

ベ
ニ
ヤ
板
を
使
わ
ず
、
環
境

に
配
慮
し
た
再
生
パ
ル
プ
耐

水
ボ
ー
ド
を
使
用
。

　

同
市
役
所（
同
市
荒
本
北

１
）南
側
の
道
路
沿
い
に
も

約
１
時
間
か
け
て
掲
示
板
が

設
置
さ
れ
た
。

　

８
月
28
日
か
ら
設
置
が
始

ま
り
、
９
月
11
日
ま
で
に
市

内
６
８
０
ヶ
所
に
設
置
さ
れ

た
。

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

10
月
２
日
投
開
票
の

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
汚
染

さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
稲
わ
ら

が
肉
用
牛
に
与
え
ら
れ
て
い

た
問
題
で
、
東
大
阪
市
教
委

東
消
防
署
長
か
ら

付
近
住
民
に
感
謝
状
東大阪市

投
票
で
き
る
方

　

平
成
３
年
10
月
３
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、

平
成
23
年
６
月
24
日
ま
で
に

東
大
阪
市
内
に
住
所
が
あ
り

（
住
民
届
を
し
て
い
る
こ
と
）、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
。

市
内
で
転
居
し
た
方

　

市
内
で
住
所
を
変
え
た
方

の
う
ち
、
９
月
９
日
ま
で
に

転
居
届
を
出
し
た
方
は
、
新

住
所
地
で
、
９
月
12
日
以
後

に
出
し
た
方
は
前
の
住
所
地

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
し
た
方

　

期
日
前
投
票
日
ま
た
は
、

投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出

し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
整
理
券

　

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記

入
し
て
い
る
投
票
所
を
よ
く

確
か
め
、
間
違
っ
た
場
所
に

行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
整
理

券
は
、
郵
便
で
各
家
庭
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
が
、
届
か

な
い
場
合
や
、
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
お
り
か
つ
、
本
人

と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
の
で
、投
票
所
で
住
所
、

氏
名
な
ど
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
を

持
っ
て
こ
ら
れ
て
も
、
選
挙

人
名
簿
と
の
対
照
に
間
違
い

が
生
じ
な
い
よ
う
名
前
な
ど

を
確
認
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

投
票
に
つ
い
て
の
注
意

◆
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
す
。

◆
投
票
の
順
序
は
、
最
初
に

市
議
会
議
員
選
挙
、
つ
ぎ
に

市
長
選
挙
の
順
で
す
。

◆
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の

氏
名
を
は
っ
き
り
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
に
記

号
や
雑
事
を
記
入
す
る
と
、

無
効
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
自

分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
「
代
理
投
票
」
が

で
き
ま
す
の
で
受
付
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合

で
も
投
票
の
秘
密
は
必
ず
守

ら
れ
ま
す
。

東
大
阪
市
議
会
議
員

　
　
　

  　
及
び 

市
長 

選
挙

投
票
日
は
10
月
２
日
㈰
で
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

◆
目
の
不
自
由
な
方
は
「
点

字
投
票
」が
で
き
ま
す
の
で
、

受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、投
票
所
に
は「
点

字
に
よ
る
候
補
者
名
簿
」
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

各
投
票
所
の
案
内
地
図
な

ど
選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ

を
、
ま
た
選
挙
当
日
に
は
投

・
開
票
速
報
も
、
東
大
阪
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

選
挙
に
関
す
る
問
合
せ
先

東
大
阪
市
選
挙
管
理
委
員
会
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10
月
２
日
㈰
は
、
東
大
阪
市
議
会
議
員
及
び
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
い
か
す
た
め
に
も
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

東大阪市

　

東
大
阪
市
の
元
市
長
松
見

正
宣
さ
ん（
68
、
写
真
㊤
）が
、

５
作
目
と
な
る
小
説
「
古
代

山
城
く
く
ち
の
き
（
鞠
智

城
）」
〜
九
州
王
朝
再
興
の

夢
舞
台
〜
（
文
芸
社
・
四
六

判
・
２
７
６
頁
、
写
真
㊦
）を

出
版
し
た
。

　

小
説
の
舞
台
は
、
熊
本
県

山
鹿
市
と
菊
池
市
に
ま
た
が

る
古
代
山
城
で
、
時
代
は
８

世
紀
の
半
ば
で
あ
る
。

　

こ
の
古
代
山
城
は
、
現
代

で
は
鞠
智
城
と
呼
称
し
て
い

る
が
、
古
代
で
は
「
く
く
ち

の
き
」
と
称
し
た
。

　

ま
だ
倭
国
と
呼
ば
れ
て
い

た
我
が
国
が
、
６
６
３
年
の

白
村
江
の
戦
い
で
唐
と
新
羅

の
連
合
軍
に
大
敗
し
た
後
、

進
攻
を
恐
れ
た
大
和
政
権
は

九
州
を
中
心
に
国
土
防
衛
の

拠
点
と
し
て
朝
鮮
式
の
山
城

を
築
く
。
そ
の
一
つ
が
「
く

く
ち
の
き
」
な
の
だ
が
、
有

明
海
沿
岸
部
で
は
な
く
、
な

ぜ
九
州
山
地
に
近
い
内
陸
部

に
築
か
れ
た
の
か
が
大
き
な

謎
で
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
興
味
を
抱
か
せ
る

古
代
山
城
の
探
訪
記
の
執
筆

依
頼
を
受
け
た
大
阪
在
住
の

紀
行
作
家
・
三
枝
部
昭
が
物

語
の
主
人
公
。
愛
車
を
駆
っ

て
九
州
山
地
に
分
け
行
っ
た

三
枝
部
は
、
濃
霧
に
迷
い
古

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

し
ま
う
。
そ
し
て
、
た
ど
り

着
い
た
の
が「
く
く
ち
の
き
」

だ
っ
た
。

　

物
語
は
、
三
枝
部
が
東
国

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
防
人

の
若
者
と
遭
遇
し
た
こ
と
か

ら
「
く
く
ち
の
き
」
の
置
か

れ
て
い
た
軍
事
的
か
つ
政
治

的
意
味
を
解
き
明
か
し
て
い

く
形
で
展
開
す
る
。

　

現
代
人
で
あ
る
三
枝
部
は

古
代
の
人
々
か
ら
み
れ
ば
異

形
の
者
で
あ
る
が
「
天
空
か

ら
の
使
い
」
と
称
し
、
該
博

な
る
歴
史
知
識
を
以
て
全
幅

の
信
頼
を
勝
ち
取
る
。

　

折
し
も
、
６
世
紀
の
初
め

大
和
政
権
に
よ
っ
て
九
州
の

覇
権
を
奪
わ
れ
た
筑
紫
君
磐

井
の
末
裔
た
ち
が
、
九
州
王

朝
の
再
興
を
夢
見
て
「
く
く

ち
の
き
」
を
急
襲
す
る
構
え

を
見
せ
る
。

　

そ
こ
か
ら
、
三
枝
部
の
八

面
六
臂
の
大
活
躍
が
始
ま
る
。

　

だ
が
、
三
枝
部
は
現
代
に

戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

万
葉
集
を
編
纂
し
た
大
伴

家
持
が
、
巻
20
の
防
人
歌
93

首
を
選
ん
だ
背
景
や
、
侃
々

諤
々
の
論
争
が
果
て
し
な
い

古
代
史
を
大
胆
に
推
理
し
な

が
ら
稿
は
進
ん
で
行
く
。

　

果
た
し
て
、
三
枝
部
は
現

代
に
無
事
帰
還
で
き
た
の
か
。

　

九
州
を
舞
台
に
、
主
人
公

は
大
阪
、
防
人
は
信
州
安
曇

野
の
若
者
と
多
彩
な
展
開
だ
。

　

こ
の
「
古
代
山
城
く
く
ち

の
き（
鞠
智
城
）」
は
ヒ
バ
リ

ヤ
書
店
に
注
文
す
れ
ば
購
入

で
き
る
。

　

定
価
１
５
７
５
円（
内
税
）。

元 東大阪市長　松見正宣さんが
小 説

古代山城くくちのき　出版
（
鞠
智
城
）

東
大
阪
市
立
小
の
給
食
に

牛
肉
使
用
見
合
わ
せ

は
、
９
月
１
日
か
ら
、
市
立

54
小
学
校
の
給
食
に
牛
肉
を

使
用
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
。

豚
肉
を
使
う
献
立
に
切
り
替

え
る
。

　

期
間
は
、
国
や
都
道
府
県

の
対
策
で
安
全
が
確
保
で
き

る
ま
で
。
使
用
す
る
食
材
全

て
の
産
地
を
各
校
に
事
前
に

通
知
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　
「
安
全
で
な
い
食
材
は
使

わ
な
い
で
」
な
ど
と
す
る
保

護
者
か
ら
の
電
話
や
メ
ー
ル

が
数
件
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と

い
い
、市
教
委
は「
学
校
や
保

護
者
に
不
安
を
抱
か
せ
な
い

よ
う
、
汚
染
さ
れ
た
牛
肉
が

出
回
っ
て
い
な
い
こ
と
が
確

認
で
き
る
ま
で
や
む
を
得
な

い
と
考
え
た
」と
説
明
し
た
。

　

東
大
阪
市
東
消
防
署
（
同

市
鳥
居
町
３
、原
拓
司
署
長
）

で
こ
の
ほ
ど
、
火
災
現
場
に

お
い
て
付
近
住
民
計
13
人
が

協
力
し
、
火
災
の
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
た
（
迅
速
な

通
報
、
初
期
消
火
、
避
難
誘

導
等
）
と
し
て
、
そ
の
功
績

に
対
し
原
署
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。（
写
真
）

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
早は

や
か
わ川

清き
よ
し

さ
ん（
74
）、
西に

し
の野
の
り
か

さ
ん（
23
）、
西に

し
お尾
倍ま

す
お夫
さ
ん

（
71
）ご
家
族
、
西に

し
お尾
貢み

つ
ぐ

さ
ん

（
54
）ご
家
族
、
山や

ま
ぐ
ち口
耕こ

う
じ治
さ

ん（
49
）ご
家
族
、
松ま

つ
も
と本
初は

つ
お男

さ
ん（
67
）の
計
13
人
で
す
。

　

７
月
10
日
午
後
６
時
10
分

覚
知
の
、
同
市
中
石
切
町
３

丁
目
で
発
生
し
た
工
場
火
災

に
際
し
、
そ
の
場
を
偶
然
通

行
し
て
い
た
早
川
さ
ん
が
白

煙
が
出
て
い
る
の
に
気
付
き
、

窓
か
ら
建
物
内
を
確
認
す
る

と
炎
を
認
め
た
た
め
近
隣
宅

に
駆
け
込
み
、
１
１
９
番
通

報
す
る
よ
う
依
頼
す
る
と
共

に
、
現
場
に
戻
り
初
期
消
火

を
実
施
。

　

す
ぐ
、
知
ら
せ
を
受
け
た

近
隣
住
民
の
西
野
さ
ん
な
ど

（
計
13
人
）
が
現
場
に
か
け

つ
け
一
致
協
力
し
、
火
元
棟

の
隣
の
共
同
住
宅
（
２
階
建

て
）
に
燃
え
移
り
そ
う
で
あ

っ
た
た
め
、
各
部
屋
を
周
り

扉
を
叩
き
、
大
き
な
声
で
火

事
を
知
ら
せ
、
避
難
誘
導
等

を
行
う
と
共
に
、
２
階
か
ら

飛
び
降
り
よ
う
と
し
て
い
る

男
性
に
対
し
折
り
た
た
み
梯

子（
脚
立
）を
２
階
に
掛
け
、

安
全
な
場
所
に
誘
導
す
る
な

ど
し
た
。

　

署
長
は
13
人（
代
表
２
人
）

に
対
し
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
あ
っ
て
、
火
災
の
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

感
謝
の
意
を
述
べ
、
感
謝
状

と
記
念
品
を
手
渡
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
早

川
清
さ
ん
は
「
知
っ
て
い
る

建
物
が
燃
え
て
い
た
の
で
び

っ
く
り
し
、
す
ぐ
に
通
報
し

な
け
れ
ば
と
思
い
、
近
く
の

住
宅
に
必
死
で
駆
け
込
ん
だ
。

け
が
人
が
い
な
く
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
」。
西
野
の

り
か
さ
ん
は
「
現
場
で
い
ち

早
く
発
見
し
、
処
理
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
消

防
団
（
＝
付
近
住
民
の
う
ち

消
防
団
Ｏ
Ｂ
２
人
）
の
方
が

迅
速
に
動
か
れ
て
い
て
、
す

ご
い
と
思
っ
た
。
地
域
の
組

織
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の

だ
な
！
と
感
じ
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。

　

２
０
０
９
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ス
ト
リ

ー
ト
」
は
、
小
阪
商
店
連
合

会
が
主
催
し
、
稲
田
商
店
街

振
興
組
合
の
協
力
と
大
阪
府

・
東
大
阪
市
・
商
工
会
議
所
・

観
光
協
会
の
後
援
や
近
隣
の

大
学
・
団
体
・
企
業
・
個
人

の
協
賛
を
得
て
「
こ
さ
か
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
実
行
委
員
会
」
が
運

営
し
、
今
年
は
９
月
18
日
㈰

11
時
か
ら
小
阪
駅
周
辺
８
会

場
（
19
時
ま
で
）
と
布
施
か

ら
八
戸
ノ
里
ま
で
の
恊
催
６

会
場
（
22
時
ま
で
）
で
開
催

さ
れ
る
。

　

演
奏
は
、
関
西
を
代
表
す

る
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・
東
雲

マ
リ
さ
ん
や
「
必
殺
仕
掛
人

テ
ー
マ
曲
」
ト
ラ
ン
ぺ
ッ
タ

ー
の
宮
岡
信
夫
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
地
元
の
布
施
高

校
・
樟
蔭
学
園
（
中
学
高
校
、

女
子
大
学
）・
大
阪
商
業
大

学
の
吹
奏
楽
部
、
ビ
ッ
ク
バ

ン
ド
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
イ
ブ
ラ

イ
ン
ズ
」
や
大
阪
で
活
躍
す

る
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が

多
数
出
演
。

　

大
正
時
代
に
ア
メ
リ
カ
発

祥
の
「
ジ
ャ
ズ
」
が
大
阪
で

流
行
し
、
東
大
阪
で
は
「
東

洋
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
と
言
わ

れ
た
帝
国
キ
ネ
マ
の
小
阪
・

長
瀬
撮
影
所
で
多
数
の
映
画

が
撮
影
さ
れ
、
昭
和
４
年
に

は
映
画
「
恋
の
ジ
ャ
ズ
」（
鈴

木
重
吉
監
督
）
が
製
作
さ
れ
、

帝
キ
ネ
・
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
も

活
躍
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
様
に
「
帝
キ
ネ
」
や

「
ジ
ャ
ズ
」
に
縁
の
深
い
東

大
阪
の
中
央
部
・
小
阪
の
街

で「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ス
ト
リ
ー
ト
」

を
開
催
し
、
音
楽
文
化
の
発

展
と
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
小

阪
の
商
店
街
・
魅
力
ア
ッ
プ

の
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
今
後
は
、
毎
年
恒
例

化
す
る
こ
と
で
、
東
大
阪
市

内
・
各
地
域
へ
音
楽
・
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
の
場
を
拡
げ
、
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
つ
つ
、
市

民
の
文
化
向
上
に
役
立
ち
た

い
と
願
っ
て
い
る
。

　

ま
た
実
行
委
員
会
で
は
、

新
し
い
実
行
委
員
や
当
日
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア（
ス
タ
ッ
フ
）を

募
集
し
て
い
る
。

小
阪
周
辺
８
会
場
と
布
施
〜
八
戸
ノ
里
の
６
会
場
で

東
大
阪
こ
さ
か
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ス
ト
リ
ー
ト
２
０
１
１
9月18日



　

平
成
歌
の
祭
典
が
９
月
５

日
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
か

れ
た
。
ラ
ン
チ
シ
ョ
ー
と
デ

ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
の
２
ス
テ
ー

ジ
。
関
西
を
中
心
に
活
躍
す

る
歌
手
が
次
々
に
登
場
し
歌

を
披
露
。
豪
華
な
シ
ョ
ー
の

取
り
は
小
柳
ル
ミ
子
さ
ん
。

　

近
鉄
八
尾
駅
前
の
ナ
イ
ト

　

ユ
キ
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
心
に
し
み
る
歌
を
歌
い
続

け
た
い
」と
語
っ
た
。
一
方
、

18
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
今

回
が
初
舞
台
の
加
藤
さ
ん
は

「
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
人
に

聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
歌

手
に
な
り
た
い
で
す
」
と
初

々
し
く
将
来
の
夢
を
話
し
た
。

　

創
業
60
年
を
機
に
ビ
ル
を

建
て
替
え
た
「
ま
す
い
ふ
と

ん
店
」（
八
尾
市
山
本
高
安

町
２

−

12

−

９
、近
鉄
高
安

駅
前
）が
、９
月
６
日
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

店
内
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
、
ゆ
っ
く
り
商
品
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
大
型

店
舗
と
安
売
り
競
争
を
す
る

の
で
は
な
く
、
お
客
さ
ん
の

安
眠
に
と
っ
て
い
い
も
の
だ

け
を
揃
え
て
い
る
。
快
眠
に

は
３
つ
の
条
件
が
あ
る
。
①

体
温
低
下
、②
発
汗
、③
寝
返

り
。
つ
ま
り
、
眠
る
と
体
温

が
低
下
す
る
が
、
そ
れ
を
妨

げ
な
い
。
次
に
、
眠
る
と
汗

を
か
く
が
、
そ
れ
を
吸
収
す

る
。
最
後
に
、
寝
返
り
に
よ

っ
て
人
は
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
自

然
な
形
で
で
き
る
よ
う
に
す

本番前のユキさん（左）と加藤梨奈さん

　

マ
テ
ッ
ク
八
尾
ロ
ボ
ッ
ト

分
科
会
の
鈴
木
謙
三
会
長
と

温
川
政
佳
事
務
局
長
は
、
８

月
17
日
に
ペ
ル
ー
の
サ
ン
・

マ
ル
テ
ィ
ン
・
デ
・
ポ
ー
レ

ス
大
学
で
開
催
さ
れ
た
工
学

部
の
イ
ベ
ン
ト「
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
参
加
し
た
。

　

こ
の
訪
問
の
き
っ
か
け
は
、

八
尾
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
八
尾
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ
ア
」

に
ペ
ル
ー
の
サ
ン
・
マ
ル
テ

ィ
ン
・
デ
・
ポ
ー
レ
ス
大
学

が
２
回
目
よ
り
参
加
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
八
尾
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
、

１
回
目「
箱
積
み
」、
２
回
目

は「
大
和
川
の
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
」、３
回
目「
救
え
！ 

ニ

ッ
ポ
ン
バ
ナ
タ
ナ
ゴ
」。
４

回
目
の
テ
ー
マ
は
ペ
ル
ー
に

老
弁
護
士
の
散

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【　

】
７

動
的
刺
激
を
与
え
る
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ

動
的
刺
激
を
与
え
る
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ

　

東
日
本
大
震
災
で
東
北
地
方
が
も
の
づ
く
り
集
積
地
と
知

っ
た
。
も
の
づ
く
り
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
、
今
回
は
東

大
阪
市
の
「
モ
ノ
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
散
歩
を
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

先
ず
は
出
発
点
。
東
大
阪
市
役
所
の
本
館
を
表
敬
訪
問
す

る
。
１
階
の
正
面
を
入
り
受
付
の
前
に
「
東
大
阪
市
優
良
企

業
表
彰
企
業
製
品
」
の
陳
列
が
あ
る
。
表
彰
を
受
け
た
企
業

の
多
種
多
様
な
色
彩
豊
か
な
製
品
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
だ

け
集
ま
る
と
不
思
議
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
て
い
る
。
正

面
か
ら
パ
ン
チ
を
受
け
た
衝
撃
を
感
じ
る
。

　

数
人
の
小
学
生
も
目
を
輝
か
せ
て
見
学
し
て
い
た
。
こ
の

子
ら
も
将
来
は
モ
ノ
づ
く
り
の
職
人
と
な
る
と
の
期
待
を
感

じ
る
。
次
い
で
、
隣
接
す
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（
も
の
づ
く
り

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
大
阪
）」
に
入
り
、
受
付
の
女
性
に
来

意
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
財
団
法
人
大
阪
産
業
振
興
機
構
「
も

の
づ
く
り
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
西
出
氏
か
ら
セ
ン

タ
ー
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
阪
の
モ
ノ
づ
く

り
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
深
さ
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
帰
途
に

つ
い
た
が
何
か
消
化
不
良
の
感
じ
が
残
っ
た
。
翌
日
思
い
出

す
と
、
連
載
７
回
に
至
り
散
歩
の
効
用
を
知
っ
た
。
健
康
法

の
外
に
、
ア
イ
デ
ア
の
創
造
に
刺
激
的
な
情
報
が
得
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
近
く
に
あ
る
大
阪
府
立
図
書
館
で
の
読
書
が

静
的
刺
激
を
与
え
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
動
的

刺
激
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ
た
。

＆
デ
イ
ビ
ル
２
階
で
「
日
本

料
理
笠
置
」
を
営
む
笠
置
功

さ
ん
が
応
援
す
る
関
音
（
関

西
音
楽
企
画
）
所
属
歌
手
、

ユ
キ
さ
ん
と
加
藤
梨
奈
さ
ん

も
出
演
。
ユ
キ
さ
ん
は
ミ
セ

ス
シ
ン
デ
レ
ラ
、
冬
隣
、
追

憶
、
加
藤
さ
ん
は
花
と
ジ
ュ

ピ
タ
ー
を
披
露
し
た
。

平
成
歌
の
祭
典
に

ユ
キ　
と
加
藤
梨
奈　
が
出
演

さん

さんる
。
そ
の
よ
う
な
布
団
と
枕

が
揃
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

　

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
枕
を

作
る
枕
工
房
は
オ
ー
プ
ン
前

か
ら
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

首
の
後
ろ
の
カ
ー
ブ
を
測
り
、

そ
の
人
に
合
っ
た
枕
を
作
る
。

世
界
に
一
つ
だ
け
の
自
分
専

用
の
枕
だ
。

　

ま
た「
ミ
ニ
む
つ
き
庵
」と

い
っ
て
、
全
国
で
も
珍
し
い

お
む
つ
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ

る
。
３
代
目
社
長
の
増
井
保

「布団を売るのではなく、いい眠りを売るのがモットーです」
と語る増井保彦さん

　

商
店
街
ペ
ン
ト
モ
ー
ル
八

尾
の
二
番
街
に
あ
る
和
菓
子

屋
さ
ん
「
河
内
小
判
」。
店

先
に
は
色
と
り
ど
り
の
和
菓

子
が
並
べ
ら
れ
、
御
進
物
用

や
子
供
た
ち
の
お
や
つ
に
と
、

た
く
さ
ん
の
人
で
店
内
は
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

　

河
内
小
判
は
、
和
菓
子
屋

さ
ん
に
勤
め
て
い
た
白
川
龍

三
さ
ん（
60
）が
独
立
。
今
年

で
オ
ー
プ
ン
８
年
目
に
な
る
。

　

店
名
に
も
な
っ
て
い
る
河

内
小
判
焼
は
、
つ
ぶ
あ
ん
と

さ
つ
ま
い
も
を
混
ぜ
た
白
あ

ん
の
二
種
類
が
あ
り
、
ど
ち

ら
も
自
家
製
。
河
内
小
判
焼

だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
た
い

焼
き
や
フ
ル
ー
ツ
大
福
な
ど
、

ど
れ
も
国
産
材
料
を
使
っ
た

こ
だ
わ
り
の
手
づ
く
り
だ
。

ま
た
、
定
番
以
外
に
も
河
内

小
判
で
は
季
節
に
応
じ
た
商

品
を
季
節
ご
と
に
発
売
し
て

い
る
。
夏
に
は
水
ま
ん
じ
ゅ

う
や
わ
ら
び
も
ち
、
フ
ル
ー

ツ
大
福
な
ど
の
冷
や
し
て
美

味
し
い
和
菓
子
が
店
頭
に
並

び
大
人
気
。

　

中
で
も
子
供
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
年
代
に
人
気
の
フ

ル
ー
ツ
大
福
は
、
白
川
さ
ん

の
息
子
、
慎
二
郎
さ
ん（
33
）

が
考
え
出
し
た
和
菓
子
で
、

メ
ロ
ン
や
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
旬

の
フ
ル
ー
ツ
が
そ
の
ま
ま
に

使
わ
れ
て
い
る
。
み
ず
み
ず

し
い
フ
ル
ー
ツ
と
ひ
ん
や
り

冷
た
い
生
地
に
餡
、
一
度
食

べ
る
と
そ
の
お
い
し
さ
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
☎
０
７
２

−

９
９
７

−

６
２
６
２
へ
。

国
産
材
料
を
使
っ
た

こ
だ
わ
り
の 

手
づ
く
り
和
菓
子

ペ
ン
ト
モ
ー
ル
八
尾
の「
河
内
小
判
」

「お客様に親しんでいただけるお店にしたいです」。
白川龍三さんは真心で接客する

審査員を務める
温川政佳事務局長（左）と鈴木謙三会長

彦
さ
ん（
49
）は
排
泄
総
合
研

究
所
・
浜
田
き
よ
子
さ
ん
認

定
の「
オ
ム
ツ
フ
ィ
ッ
タ
ー
」

だ
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
オ
ム
ツ
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

使
用
方
法
も
教
え
て
も
ら
え

る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
☎
０
７
２

−
９
２
２

−

３
０
９
０
へ
。

　

安
心
安
全
の
食
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
、
完
全
手
作
り

の
弁
当
屋「
お
ふ
く
ろ
の
味
」

（
八
尾
市
光
南
町
１

−

５

−

８
）
が
人
気
だ
。
冷
凍
物
、

レ
ト
ル
ト
食
品
は
一
切
使
わ

ず
、
一
品
一
品
手
作
り
。
あ

っ
さ
り
と
し
た
味
で
、
毎
日

食
べ
て
も
飽
き
が
こ
な
い
の

が
い
い
。
ま
さ
に
お
ふ
く
ろ

の
味
だ
。
幕
の
内
弁
当
に
味

噌
汁
が
付
い
て
５
０
０
円
な

の
で
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
配

達
ま
で
し
て
く
れ
る
。

　

店
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き

る
。
店
で
は
ご
飯
お
か
わ
り

自
由
に
加
え
て
コ
ー
ヒ
ー
ま

で
付
い
て
５
０
０
円
な
の
で
、

い
つ
も
常
連
で
賑
わ
っ
て
い

る
。

　

お
ふ
く
ろ
の
味
を
提
供
す

る
近
田
一
子
さ
ん（
69
）は「
私

の
作
っ
た
も
の
を
美
味
し
そ

う
に
食
べ
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
の
顔
を
見
る
の
が
何
よ
り

の
喜
び
で
す
」
と
嬉
し
そ
う

に
語
っ
た
。

　

弁
当
の
注
文
は
☎
０
７
２

−

９
９
８

−

６
０
４
０
へ
。

関
連
す
る
も
の
に
決
定
。「
よ

み
が
え
れ
マ
チ
ュ
・
ピ
チ
ュ

！
」
と
称
し
た
と
こ
ろ
、
奇

し
く
も
「
マ
チ
ュ
・
ピ
チ
ュ
」

遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
１
０
０

周
年
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な

経
緯
も
あ
っ
て
、
サ
ン
・
マ

ル
テ
ィ
ン
・
デ
・
ポ
ー
レ
ス

大
学
に
２
人
は
招
待
さ
れ
た
。 　

大
学
の
講
演
会
で
は
、
鈴

木
会
長
が
八
尾
市
で
行
っ
て

い
る
「
マ
テ
ッ
ク
八
尾
」
の

活
動
を
発
表
し
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
通
じ
て
大
学
と
連
帯
を
図

り
技
術
力
の
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
た
い
と
述
べ
た
。

　

大
学
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
に
ロ
ボ
コ
ン
大
会
も
あ
り
、

できたてのお惣菜の前で、近田一子さん

２
人
は
審
査
員
に
加
わ
っ
た
。

　

帰
国
後
、温
川
さ
ん
は「
学

生
た
ち
の
眼
差
し
は
真
剣
そ

の
も
の
で
、
国
境
は
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
４
回
目
の
テ

ー
マ
で
あ
る
マ
チ
ュ
・
ピ
チ

ュ
も
訪
れ
、
大
会
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
き
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

布
団 

で
は
な
く

い
い
眠
り 

を
売
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ま
す
い
ふ
と
ん
店

ペルーの大学に
招待される

マテック八尾ロボット分科会
鈴木会長と温川事務局長

お
ふ
く
ろ
の
味

完全手作り弁当が人気


